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「行動」で未来を創る。
ストックヤード対策に邁進。
企業との包括連携を軸に、
２期目の覚悟をもって
「まちづくり」を推進します。

将来に向けての
町づくりのために
全力で頑張ります。

町民に寄り添い、
要望や困り事を解決するため、

町政に何度も粘り強く働きかけ、
実現できるよう頑張ります。

「ゆりかごから墓場まで」
このスローガンを原点に
町民の皆さんと共に
社会福祉活動に貢献していきます。

「行動」で未来を創る。
ストックヤード対策に邁進。
企業との包括連携を軸に、
２期目の覚悟をもって
「まちづくり」を推進します。

将来に向けての
町づくりのために
全力で頑張ります。

町民に寄り添い、
要望や困り事を解決するため、

町政に何度も粘り強く働きかけ、
実現できるよう頑張ります。

「防災・教育・地域連携」で
香春を前へ。

真摯に学び、実行に移し、活力ある
町政へとつなげる一年とします。

「防災・教育・地域連携」で
香春を前へ。

真摯に学び、実行に移し、活力ある
町政へとつなげる一年とします。

「ゆりかごから墓場まで」
このスローガンを原点に
町民の皆さんと共に
社会福祉活動に貢献していきます。

町民と歩む議会へ。
議会改革を進め、
身近な議会を目指し
全力で取り組みます。

町民と歩む議会へ。
議会改革を進め、
身近な議会を目指し
全力で取り組みます。

まちへまちへ
可能な
づくり
可能な
づくり

やました　　たけし

山下　剛 議員

すず　き　　おさむ

鈴木　治 議員

しもむら　　かず　こ

下村　和子 議員

　こ　まつ　　しんいち

小松　新一 議長

　み　むら　　しん　や

三村　信也 議員
むらかみ　　ひさとし

村上　寿利 議員
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地域の課題に挑み、
住みよい町を
目指して歩む

希望あふれる午年へ。
団塊世代が後期高齢者となる
超高齢化時代の到来を見据え、

介護・医療・福祉の
問題に取り組みます。

かわらくバスの町外運行に
取り組みます。

竹林整備で特産品の拡大を
図ります。

皆様の声を町政に届けます。

香春町に住んでよかったと
思える交通支援を目指します。

ふるさと納税寄付金は
５億を超え、町民のため
有効に使ってほしい。
住みよいまち香春を
つくっていきます。

香春町を取り巻く課題、将来を見据え、
次世代へと繋ぐ想いに
知恵と汗をふりしぼり、

全力で取り組んで行きます。

住民の暮らしに寄り添い
地域課題の解決に向けて、
誰もが安心して暮らせる
活力ある町づくりに
一層努めます。

地域の課題に挑み、
住みよい町を
目指して歩む

希望あふれる午年へ。
団塊世代が後期高齢者となる
超高齢化時代の到来を見据え、

介護・医療・福祉の
問題に取り組みます。

かわらくバスの町外運行に
取り組みます。

竹林整備で特産品の拡大を
図ります。

皆様の声を町政に届けます。

香春町に住んでよかったと
思える交通支援を目指します。

ふるさと納税寄付金は
５億を超え、町民のため
有効に使ってほしい。
住みよいまち香春を
つくっていきます。

香春町を取り巻く課題、将来を見据え、
次世代へと繋ぐ想いに
知恵と汗をふりしぼり、

全力で取り組んで行きます。

なが　た　　　た　いち

永田　太一 議員

ふじ　い　　　きよたか

藤井　清孝 議員

すず　き　　りょういち

鈴木　良一 副議長

住民の暮らしに寄り添い
地域課題の解決に向けて、
誰もが安心して暮らせる
活力ある町づくりに
一層努めます。

ながまつ　　しんいち

永松　伸一 議員

おおつぼ　　まつお

大坪　松雄 議員

ふくしま　　ひろゆき

福島　浩之 議員
やまおか　　とおる

山岡　徹 議員 輝く
持続
まち

輝く
持続
まち
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子育て広場

議案第49号　香春町子育て支援及び地
域賑わい創出施設の設置及び管理に関
する条例の制定について

Q賑わい創出施設とは。
A商工会の創業支援セミナーを受講し
　た方の事業展開を手助けするため、
　賑わい創出施設として４つの店舗を
　整備し、利用していただく。

　　　　旧香春小学校のグラウンド部
分に整備する子ども広場や賑わい創出
施設等の設置及び管理に関する条例。

かわらっこパークの
オープンに向けて

議会情報はこちらから

審議結果を KCHE C

12月定例
令和７年12月議会は、12月９日（火）
から16日（火）までの８日間開催。
議案・発議等16件は、すべて原案の
とおり可決しました。

　歳出歳入予算の総額に１億4,450万円を追
加し、予算総額は87億3,681万円。
　主な補正予算は、障がい福祉サービス利用
による扶助費や私立保育園への運営委託料な
どです。

令和７年度一般会計補正の概要

内 容

令和９年春オープン予定

原案可決

議案第45号　田川地区斎場組合規約の
変更について

議案第46号　田川地区斎場組合の解散
について

議案第47号　田川地区斎場組合の解散
に伴う財産処分について

議案第48号　田川地区広域環境衛生施
設組合の共同処理する事務の変更及び
規約の変更について

Q経費削減の算定根拠は。
A金額のシミュレーションはない。事
　務の人員不足など斎場組合が抱える
　課題を解消するため、事務を統一す
　ることで、効率化を図り、経費削減
　になると考える。

　　　　田川市郡８市町村で共同設置
している田川地区斎場組合と広域環境
衛生施設組合を統合するため、８市町
村で４議案の議決を求めるもの。統合
で業務の効率化や経営の合理化を図り、
経費削減が期待できる。

組合の統合に向けて

内 容

原案可決
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夢ふくらむ
議案第50号　香春町地域保健福祉総合
計画審議会条例の制定について

Q審議委員17名に議員が入る予定は。
A福祉に関連する団体を想定しており、
　検討する。

　　　　福祉、高齢者、健康等の分野
ごとにある個別計画は、縦割りの仕組
みであったため、複合的な課題にも対
応もできるよう、総合計画を策定し審
議するための審議会を設置する条例。

多様な課題に対応するために

内 容

原案可決

　　　　冬は暖房費の冬季加算が支給されていることから、夏も熱中症予防のために、
エアコンを安心して使えるよう、生活保護の夏季加算の制度化を求める意見書。

地方自治法の規定に基づき、意見書を国に提出しました。

発議第６号　生活保護の夏季加算を求める意見書の提出について

原案可決

議案第53号　町道路線の認定及び廃止
について

Q町道を廃止して農道にするメリットは。
A道に隣接する田の所有者が管理する
　ことになり、地元で農業がしやすい
　環境づくりができる。

　　　　開発許可の関係により認定す
る町道が１件、地元要望や道路の形状
がないため廃止する町道が２件。

町道の認定１件廃止２件

内 容

内 容

原案可決

教育委員会教育長の任命

同　意

任期は３年間
令和７年12月24日～令和10年12月23日

いわおく　　しょういち

岩奥　正一 氏
（中津原区）

再

教育委員会委員の任命

同　意

任期は４年間
令和７年12月24日～令和11年12月23日

みやはら　　　え　り

宮原　絵理 氏
（採銅所２区）

新

提出者　山下　剛　議員　　　賛成者　下村　和子　議員
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10月6日（月）にスポーツクラブかわらと議会活
性化検討委員会が意見交換しました。

スポーツ振興と健康の増進に向けて

12月12日（金）に子育て支援施設「かぱる」の
竣工状況を確認。子どもをはじめ、地域の方々
が集い、交流することで地域が活性化していく
ことに期待しています。

令和８年４月オープンの「かぱる」を確認

総務文教常任委員会
厚生建設産業常任委員会　合同視察

12月12日（金）に町道の認定路線１件と廃止
路線２件の現地を確認し、担当課から認定及
び廃止の説明を受けました。

町道の認定路線と廃止路線を確認

厚生建設産業常任委員会町内視察

認定路線　松﨑～松﨑線（採銅所） 子育て支援施設「かぱる」

スポーツクラブかわら
　▶仕事と指導の両立が難しく、指導者不足
　▶総合運動公園のトイレなど改修してほしい
　▶ヘルスアップ教室など町と連携して活動
議会活性化検討委員会
　▶講習費用の補助拡大が必要
　▶施設の改修計画を確認する
　▶幼児から高齢者まで参加できるイベントを

意見交換した内容をまとめ、12月定例会で議会
活性化検討委員会の代表質問を行いました。引き
続き、議会活動のテーマに関連した団体と意見交
換を行っていきます。（関連記事P８）

11月19日（水）佐賀県武雄市

先進地視察を実施

テーマ
「有害鳥獣とイノシシ減容化施設の整備・運営」 テーマ「防災・減災への取り組み」
テーマ
「有害鳥獣とイノシシ減容化施設の整備・運営」

▶イノシシ減容化施設で資源化し、循環型社会に
　取り組んでいる
▶イノシシパトロール隊を雇用し有害鳥獣の捕獲
　を実施している

11月20日（木）佐賀県大町町

▶地域おこし協力隊が各地区に行き、地域災害の
　周知をしている
▶平常時は防災研修やセミナーを行い、災害時は
　支援団体が活動する拠点がある

テーマ「防災・減災への取り組み」

12月16日の全員協議会で先進地の取り組みや課題を整理し、当町の課題を共有しました。
地域の実情を踏まえつつ、事業の改善に活かしていきます。



✔町内に居住、又は勤務する人
✔年齢18歳以上の人　✔健康な人

令和７年トカラ列島近海を震源とす
る地震災害により被害を受けられた
皆さまには、心よりお見舞い申し上
げます。被災された方々への支援と
して、11月９日に開催された秋まつ
りで、議員の店を出店し、募金活動
を行いました。その結果、議員の店
の売上と募金額の計３万8,050円を
義援金として香春町へ贈呈しました。
この義援金は、香春町から日本赤十
字社を通じて被災した自治体へと配
分されます。ご協力ありがとうござ
いました。

復旧・復興支援のため
義援金を贈呈
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本会議を傍聴していただきありがとうございます。皆様
からいただきました意見（要旨）を掲載するとともに、
内容は全員協議会で共有し、今後の改善に役立てます。
引き続きアンケートへのご協力をお願いします。

本会議を傍聴していただきありがとうございます。皆様
からいただきました意見（要旨）を掲載するとともに、
内容は全員協議会で共有し、今後の改善に役立てます。
引き続きアンケートへのご協力をお願いします。

傍聴者の傍聴者の 声12月定例

●年齢は？
　60代…３人　70代…５人　80代以上…１人

●傍聴理由は？（複数回答可）

●傍聴回数は？
　初めて…２人　２～４回目…４人　５回目以上…３人

傍聴者アンケート

町政の将来のためにビジョンを描く議論に期待したい。（60代）
当町が抱える様々な課題に対し、議会と執行部が政策議論できるよう、
しっかり取り組んでまいります。

議員の質問に対して、人によってマイクの音量が違い聞きづらい。（60代）
声が小さい場合など、状況にあわせて音量を変更する対応をしています。
発言をする際は、しっかりとマイクの前で行うよう取り組んでまいります。

公共交通問題は他市町村をよく研究してもらいたい。（70代）
引き続き、執行部及び議会で調査研究に努めます。

町議会や町政に関心がある…………８件
関心がある議案が提出されている…２件
議員の質問内容に関心がある………７件
議員の応援のため……………………２件
知人、友人等に誘われた……………１件

前号No.105のP2で、議員と語ろう会
の意見をまとめ、町への要望内容を今
号で掲載するとお知らせしておりまし
たが、次号で要望と回答内容を掲載す
ることに変更いたしました。ご理解を
よろしくお願いいたします。

自分たちの町を自分たちの手で守る！
そんな熱い思いの人を募集しています。

消防団員 募集! !

詳しくは、総務課（☎32-2511）▶

１月11日（日）に香春町消防団出初式が挙行されました。
防火や防災に努め、町民が安心して暮らせるまちづくり
の一翼を担っていただていることに感謝申し上げます。

令和８年消防出初式
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と
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で
新
し
い
イ
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を

町
　
長

　
健
康
と
美
化
の
融
合
を
検
証
す
る

やました　　たけし

山下　剛　議員

老朽化したテニスコート
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指
導
者
不
足
を
解
消
す
る
た

　
　
め
、
資
格
取
得
費
用
の
補
助

制
度
を
新
設
す
る
考
え
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
現
在
、
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
わ
ら

へ
の
負
担
金
の
中
に
指
導
者
研
修

費
が
含
ま
れ
て
お
り
、
人
材
育
成

を
行
っ
て
い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

　
　
集
落
支
援
員
や
地
域
お
こ
し

　
　
協
力
隊
な
ど
の
人
的
資
源
を

ス
ポ
ー
ツ
指
導
に
活
用
し
て
は
。 

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
活
用
を
含
め
て
検
討
中
。 

 

部
活
動
の
地
域
移
行
は

　
　
部
活
動
の
地
域
移
行
の
進
捗

　
　
は
。
ま
た
、
生
徒
の
声
を
ど

う
反
映
さ
せ
る
か
。 

■答　
岩
奥
教
育
長
　

　
令
和
５
年
度
に
検
討
委
員
会
を

設
置
。
生
徒
フ
ァ
ー
ス
ト
を
基
本

と
し
、
令
和
９
年
度
中
の
移
行
開

始
を
目
指
し
進
め
る
。

  

ス
ポ
ー
ツ
施
設
の

 

維
持
管
理
・
改
修
は

　
　
総
合
運
動
公
園
に
あ
る
テ
ニ

　
　
ス
コ
ー
ト
と
プ
ー
ル
を
改
修

す
る
計
画
は
。 

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
は
来
年
度
に
半

面
の
更
新
工
事
を
予
定
。
プ
ー
ル

は
令
和
７
年
度
で
事
業
廃
止
し
、

当
面
は
消
防
水
利
で
現
状
維
持
。 

　
　
照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
ト
イ
レ

　
　
の
改
修
及
び
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

施
設
の
設
置
な
ど
、
整
備
す
る
優

先
順
位
と
財
源
は
。 

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長 

　
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
更
新
と
照
明
Ｌ

Ｅ
Ｄ
化
を
計
画
中
。
ト
イ
レ
改
修

も
検
討
中
だ
が
具
体
的
な
時
期
は

未
定
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
は
補

助
金
が
な
く
、
管
理
体
制
を
含
め

検
討
中
。

　
　
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
施
設
を
設
置

　
　
す
る
決
意
は
あ
る
か
。 

■答　
鶴
我
町
長　

　
利
用
対
象
や
経
費
を
再
検
討
し

た
上
で
判
断
。 

 

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
と
ク

 

リ
ー
ン
作
戦
の
融
合
を

　
　
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
タ
事
業
を

　
　
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
わ
ら
に

運
営
委
託
し
て
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長 

　
現
在
は
町
主
催
で
実
施
。
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
か
わ
ら
へ
の
委
託
は

相
談
の
上
で
判
断
。 

　
　
参
加
者
が
減
っ
て
い
る
ク
リ

　
　
ー
ン
作
戦
を
、
健
康
ア
プ
リ

や
ス
ポ
ー
ツ
と
融
合
さ
せ
、
町
全

体
の
イ
ベ
ン
ト
に
す
る
考
え
は
。 

■答　
鶴
我
町
長

　
他
自
治
体
の
事
例
を
検
証
し
、

健
康
増
進
と
美
化
の
両
立
が
で
き

る
制
度
設
計
を
検
討
す
る
。 

　
　
縦
割
り
行
政
を
排
し
、
町
長

　
　
を
ト
ッ
プ
と
す
る
「
健
康
ス

ポ
ー
ツ
推
進
本
部
」
の
よ
う
な
横

断
的
な
組
織
を
作
る
考
え
は
。 

■答　
鶴
我
町
長 

　
ど
の
よ
う
な
形
が
ベ
ス
ト
か
考

え
て
い
き
た
い
。

町政を問う「一般質問」とは、議員が町長など執行機関に対し、町の行財政
全般について疑問点をただし、報告や説明を求めること

議会活性化検討委員会
代表質問
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町政を問う

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

問問 問

問

問問問

問 問問

町
　
長

　
カ
ー
ド
の
必
要
性
を
周
知
し
て
い
く

ふじ　い　　　きよたか

藤井　清孝　議員

マイナンバーカードの活用を

カードの見本

　
　
現
在
の
当
町
の
保
有
状
況
は
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長　

　
国
全
体
の
保
有
枚
数
率
が
80
％
、

当
町
は
76
・
３
％
。

　
　
カ
ー
ド
の
破
損
や
紛
失
し
た

　
　
場
合
、
再
発
行
の
手
続
き
は
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長　

　
役
場
窓
口
で
手
続
き
が
可
能
。

　
　

再
発
行
の
費
用
や
期
間
は
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長　

　
再
交
付
代
が
１
千
円
で
、
約
１

ヶ
月
程
度
か
か
る
。

　
　
特
急
発
行
を
使
え
ば
、
原
則

　
　
１
週
間
で
届
く
が
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長　

　
特
急
発
行
の
手
続
き
は
可
能
。

費
用
は
２
千
円
で
、
１
週
間
程
度

で
届
く
。

　
　
目
隠
し
の
カ
ー
ド
ケ
ー
ス
は

　
　
必
要
か
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長　

　
番
号
を
知
ら
れ
て
も
不
正
使
用

さ
れ
る
可
能
性
は
低
い
。
現
在
の

運
用
状
況
で
は
必
要
性
は
低
い
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
で
、
国
民
健

　
　
康
保
険
と
後
期
高
齢
者
医
療

に
紐
づ
け
し
た
当
町
の
人
数
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長
　

　
国
民
健
康
保
険
で
は
、
被
保
険

者
２
０
１
９
人
の
う
ち
１
３
７
７

人
で
68
％
。
後
期
高
齢
者
医
療
で

は
、
被
保
険
者
２
２
７
９
人
の
う

ち
１
６
２
０
人
で
71
・
１
％
。

　
　
マ
イ
ナ
保
険
証
を
持
た
な
い

　
　
人
は
、
資
格
確
認
書
で
診
察

で
き
る
が
、
資
格
確
認
書
の
有
効

期
限
は
何
年
か
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長　

　
国
民
健
康
保
険
と
後
期
高
齢
者

医
療
で
は
、
１
年
で
あ
る
。

　
　
田
川
地
区
で
は
導
入
さ
れ
て

　
　
な
い
が
、
救
急
隊
員
が
マ
イ

ナ
保
険
証
で
処
方
薬
や
か
か
り
つ

け
の
病
院
な
ど
医
療
情
報
を
確
認

で
き
る
マ
イ
ナ
救
急
が
あ
る
。
制

度
の
メ
リ
ッ
ト
を
住
民
に
周
知
す

る
べ
き
で
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長　

　
活
用
さ
れ
る
機
能
は
住
民
に
周

知
し
た
い
。

　
　
２
０
２
６
年
４
月
か
ら
介
護

　
　
保
険
で
も
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
が
紐
づ
け
さ
れ
る
情
報
が
あ

る
が
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長　

　
国
が
医
療
情
報
と
同
じ
よ
う
に
、

介
護
情
報
も
運
用
で
き
る
環
境
整

備
を
し
て
い
る
。

　
　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
メ

　
　
リ
ッ
ト
を
も
っ
と
周
知
し
、

全
町
民
が
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド

を
持
つ
こ
と
で
、
生
活
し
や
す
い

環
境
を
整
え
る
施
策
が
必
要
で
あ

る
。
例
え
ば
、
給
付
金
の
支
給
に

導
入
し
て
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
当
町
で
は
丁
寧
で
間
違
い
な
く

給
付
で
き
る
方
法
で
対
応
し
て
い

る
。
カ
ー
ド
が
普
及
す
れ
ば
、
実

現
可
能
に
つ
な
が
る
事
業
も
あ
る

た
め
、
町
民
に
周
知
し
た
い
。

制
度
が
変
わ
っ
た
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
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問

問

問問

問問

北
九
州
市
と
協
定
し
企
業
誘
致
を

町
　
長

　
必
要
な
状
況
が
発
生
す
れ
ば
取
り
組
む

やまおか　　とおる

山岡　徹　議員

企業誘致に

効果的な対策を

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

　
　
町
が
一
丸
と
な
っ
て
企
業
誘

　
　
致
を
。

■答　
鶴
我
町
長

　
ま
ず
香
春
中
学
校
跡
地
の
企
業

誘
致
を
し
て
い
き
た
い
。

 

不
登
校
問
題
は

　
　
不
登
校
の
児
童
生
徒
数
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長
　

　
昨
年
度
は
64
名
。
本
年
度
は
10

月
末
で
23
名
。

　
　
今
後
の
対
策
は
。
安
心
で
き

　
　
る
居
場
所
は
あ
る
か
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長
　

　
ス
ク
ー
ル
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、
支
援
員
等

を
配
置
し
て
い
る
。
ま
た
、
登
校

サ
ポ
ー
ト
教
室
を
設
置
し
対
応
し

て
い
る
。

 

地
域
交
通
は

　　
　
町
外
運
行
や
土
日
運
行
を
地

　
　
域
公
共
交
通
会
議
で
話
し
合

っ
た
か
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
利
用
者
ア
ン
ケ
ー
ト
の
結
果
で
、

町
外
運
行
や
土
日
運
行
の
希
望
が

多
い
こ
と
を
報
告
し
た
。

　
　
医
療
に
１
台
、
買
い
物
に
１

　
　
台
増
や
し
て
、
町
外
運
行
を
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
い
ろ
い
ろ
な
協
議
を
し
て
い
る

が
、
運
転
手
不
足
も
あ
り
難
し
い
。

■答　
島
ノ
江
副
町
長

　
現
在
、
議
論
し
て
い
る
。
町
外

に
行
か
な
い
と
い
う
わ
け
で
は
な

く
、
慎
重
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

鳥
獣
被
害
は

　
　
現
在
の
捕
獲
数
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長　

　
11
月
末
時
点
で
、
イ
ノ
シ
シ
47

頭
、
シ
カ
91
頭
、
ア
ナ
グ
マ
15
頭
、

ア
ラ
イ
グ
マ
33
頭
の
計
１
８
６
頭
。

　
　
捕
獲
目
標
数
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長　

　
イ
ノ
シ
シ
２
５
０
頭
、
シ
カ
１

２
０
頭
、
サ
ル
50
頭
、
ア
ナ
グ
マ

30
頭
、
ア
ラ
イ
グ
マ
20
頭
の
計
４

７
０
頭
。

　
　
武
雄
市
の
捕
獲
報
償
金
は
イ

　
　
ノ
シ
シ
１
頭
で
１
万
８
千
円
、

当
町
は
９
千
円
で
あ
る
。
捕
獲
費

用
を
上
げ
て
猟
友
会
を
活
性
化
し

て
ほ
し
い
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長　

　
武
雄
市
は
九
州
で
も
農
業
の
先

進
的
な
地
区
と
認
識
し
て
い
る
。

今
後
、
猟
友
会
の
加
入
者
が
増
え

た
場
合
、
考
え
て
い
く
。

　
　
町
と
し
て
も
っ
と
頑
張
っ
て

　
　
ほ
し
い
が
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長　

　
報
償
金
、
免
許
取
得
費
、
わ
な

購
入
費
な
ど
、
手
厚
く
助
成
し
て

い
く
こ
と
を
検
討
し
て
い
る
。

■答　
島
ノ
江
副
町
長

　
私
も
一
緒
に
武
雄
市
で
勉
強
さ

せ
て
い
た
だ
い
た
。
当
町
は
狩
猟

人
数
が
少
な
い
な
ど
の
課
題
が
あ

り
、
検
討
し
て
い
く
。

町政を問う
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町政を問う

地価評価基準点 ５年間下落幅

住宅地

商業地

香春団地
令和３年
1.25
1.38
1.08
1.58
2.20
1.50

1.24
1.37
1.07
1.57
2.15
1.48

1.23
1.36
1.06
1.56
2.12
1.47

1.22
1.35
1.05
1.55
2.09
1.45

1.21
1.34
1.04
1.53
2.06
1.44

▲0.04
▲0.04
▲0.04
▲0.05
▲0.14
▲0.06

才　立
採銅所町
高松団地
高野平町

全用途平均

令和４年 令和５年 令和６年 令和７年
（単位：万円／㎡）

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

問問

問

問

問

生
涯
学
習
課
長

　
来
年
度
英
語
圏
の
台
湾
に
派
遣
予
定

むらかみ　　ひさとし

村上　寿利　議員台湾の大業国民実験
中学校と生徒交流

 

国
際
性
の
養
成
は

　
　
近
隣
自
治
体
で
は
子
ど
も
達

　
　
の
国
際
性
を
養
成
す
る
事
業

を
積
極
的
に
行
っ
て
い
る
。
本
町

は
ど
う
か
。

■答　
岩
奥
教
育
長

　
教
育
振
興
基
本
計
画
に
「
国
際

社
会
を
た
く
ま
し
く
生
き
て
い
く
人

材
の
育
成
」
を
掲
げ
て
お
り
、
教

職
員
の
外
国
語
研
修
会
へ
の
派
遣

や
Ａ
Ｌ
Ｔ
（
外
国
語
指
導
助
手
）

を
活
用
し
た
授
業
を
通
し
て
、
英

語
教
育
の
充
実
を
目
指
し
て
い
る
。

　
　
英
語
教
育
の
具
体
的
な
取
り

　
　
組
み
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
Ａ
Ｌ
Ｔ
に
よ
る
授
業
を
前
期
課

程
１
・
２
年
生
で
年
間
各
10
コ
マ
、

３
・
４
年
生
で
年
間
各
35
コ
マ
実

施
。
後
期
課
程
で
は
８
年
生
が
海

外
と
の
オ
ン
ラ
イ
ン
英
会
話
を
年

４
回
実
施
。
ま
た
、
海
外
居
住
経

験
者
が
指
導
す
る
英
語
部
が
あ
る
。  

町
内
の
地
価
評
価
は

　
　
町
税
の
一
つ
で
あ
る
固
定
資

　
　
産
税
は
ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長

　
６
年
度
収
納
額
は
４
億
１
４
１

３
万
円
で
、
内
訳
は
土
地
１
億
１

１
５
１
万
円
、
家
屋
２
億
２
８
２

万
円
、
償
却
資
産
９
９
８
０
万
円

と
な
っ
て
お
り
、
町
税
全
体
の
47

％
を
占
め
て
い
る
。

　
　
９
月
に
県
内
基
準
地
価
が
公

　
　
表
さ
れ
、
当
町
の
平
均
地
価

は
住
宅
地
と
商
業
地
で
本
年
度
も

下
落
評
価
と
な
っ
た
。
し
か
し
、

田
川
地
区
で
は
横
ば
い
評
価
の
町

も
あ
る
。
下
落
評
価
が
続
く
結
果

を
ど
の
よ
う
に
見
て
い
る
か
。

■答　
鶴
我
町
長

　
こ
の
よ
う
な
状
態
が
続
く
こ
と

は
残
念
で
あ
る
。
ま
ち
づ
く
り
を

し
っ
か
り
進
め
な
が
ら
、
地
価
が

上
昇
す
る
施
策
に
取
り
組
み
た
い
。

　
　
当
町
の
商
業
地
基
準
点
が
県

　
　
内
下
落
率
ト
ッ
プ
７
位
と
な

り
、
地
価
下
落
は
資
産
価
値
の
減

少
に
繋
が
る
。
下
落
要
因
は
、
商

業
地
基
準
点
の
付
近
に
あ
る
ス
ト

ッ
ク
ヤ
ー
ド
が
影
響
し
て
い
る
の

で
は
な
い
か
。

■答　
鶴
我
町
長

　
ス
ト
ッ
ク
ヤ
ー
ド
の
町
外
か
ら

の
移
転
は
、
施
設
が
立
ち
上
が
る

ま
で
把
握
で
き
な
か
っ
た
。
住
民

生
活
に
迷
惑
が
生
じ
な
い
よ
う
に

事
業
者
へ
お
願
い
す
る
と
と
も
に
、

町
の
魅
力
を
高
め
、
定
住
者
を
増

や
し
、
土
地
評
価
が
上
が
る
よ
う

に
努
め
た
い
。

そ
の
他
に
、
生
活
排
水
処
理
事
業

及
び
観
光
協
会
「
香
春
10
山
」
に

つ
い
て
質
問
し
た
。

中
学
生
の
海
外
派
遣
事
業
は

香春町の基準地価推移
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問 問問

ア
ン
ケ
ー
ト
の
分
析
結
果
は
い
つ
か

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
来
年
の
審
議
会
の
あ
と
に
報
告
す
る

ふくしま　　ひろゆき

福島　浩之　議員

小型化の車両イメージ

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

かわらくバス利用者のアンケート結果（令和７年４月実施）

タクシーと同程度の運賃に
なっても町外運行を希望するか

待ち時間が長くなっても
町外運行を希望するか

町外運行を希望するか

希望する
　21％

どちらでも
ない　19％

無回答
　23％

希望しない
　37％

21人

19人
38人

23人

希望する
　50％

どちらでも
ない　22％

無回答
　17％

希望しない
　11％

希望する
　75％

無回答 4％

希望しない
　８％

どちらでも
ない　13％51人

22人

11人

17人

76人

13人

８人
４
人

　
　
か
わ
ら
く
バ
ス
の
小
型
化
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
多
く
て
２
人
か
ら
３
人
が
乗
り

合
っ
て
い
る
た
め
、
ト
ヨ
タ
の
シ

エ
ン
タ
や
ホ
ン
ダ
の
フ
リ
ー
ド
の

よ
う
な
小
型
の
車
両
を
検
討
。

　
　
ゆ
め
マ
ー
ト
ま
で
運
行
で
き

　
　
な
い
か
。

■答　
鶴
我
町
長
　

　
ス
ー
パ
ー
川
食
が
撤
退
す
れ
ば
、

一
本
松
地
域
の
方
が
買
い
物
に
行

く
場
所
が
な
く
な
り
、
悪
循
環
を

招
く
と
考
え
る
。
適
切
な
時
期
で

運
用
を
変
え
る
こ
と
は
あ
る
か
も

し
れ
な
い
が
、
今
あ
る
ス
ー
パ
ー

を
望
む
方
々
の
こ
と
も
考
え
て
い

か
な
い
と
い
け
な
い
。

　
　
土
曜
日
運
行
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
地
域
公
共
交
通
会
議
の
中
で
検

討
し
て
い
る
。
事
業
者
の
協
力
も

必
要
で
あ
り
、
実
施
時
期
な
ど
協

議
を
し
て
い
く
。

　
　
土
曜
日
運
行
を
し
た
場
合
、

　
　
運
賃
の
値
上
げ
は
考
え
て
い

る
か
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
人
件
費
や
物
価
の
高
騰
に
伴
い
、

今
後
は
値
上
げ
も
必
要
で
あ
る
と

認
識
し
て
い
る
。

　
　
交
通
事
業
者
、
行
政
、
住
民
、

　
　
住
民
組
織
な
ど
関
係
主
体
が

連
携
す
る
こ
と
で
、
人
材
の
確
保

や
発
掘
す
る
体
制
を
構
築
で
き
る
。

地
域
住
民
が
、
自
家
用
車
を
持
ち

込
み
、
ド
ラ
イ
バ
ー
と
し
て
運
行

す
る
公
共
ラ
イ
ド
シ
ェ
ア
を
取
り

入
れ
て
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長
　

　
検
討
し
て
い
な
い
。

　
　
前
回
、
住
民
に
対
し
て
の
ア

　
　
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
提
案
し
た

が
、
検
討
状
況
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
第
５
次
総
合
計
画
の
後
期
計
画

の
策
定
に
伴
う
ア
ン
ケ
ー
ト
の
中

で
、
公
共
交
通
の
項
目
も
入
れ
て

い
る
。
分
析
は
年
度
内
ま
で
に
完

了
す
る
予
定
で
作
業
を
進
め
て
い

る
。
町
外
の
医
療
機
関
に
ど
う
つ

な
ぐ
か
な
ど
、
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

を
基
に
判
断
し
て
い
き
た
い
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
来
年
の
公
共
交
通
審
議
会
の
タ

イ
ミ
ン
グ
に
合
わ
せ
て
、
皆
様
に

も
報
告
で
き
る
よ
う
努
め
る
。

町政を問う

採銅所地域コミュニティ協議会のみなクル号
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町政を問う

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

問 問

問問

問問

問

問問

町
　
長

　
町
民
の
視
点
に
立
っ
て
役
割
を
果
た
す

おおつぼ　　まつ　お

大坪　松雄　議員

竹林の整備を

ふるさと学習

　
　
行
政
の
役
割
を
果
た
す
た
め

　
　
に
は
職
員
研
修
が
一
番
大
事
。

研
修
状
況
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長
　

　
市
町
村
職
員
研
修
所
で
行
わ
れ

る
O
J
T
研
修
な
ど
積
極
的
に
参

加
し
て
い
る
。
ま
た
、
自
発
的
に

自
己
啓
発
研
修
を
受
け
る
職
員
に

は
、
費
用
の
半
額
を
助
成
。

　
　
ｅ
ラ
ー
ニ
ン
グ
研
修
（
オ
ン

　
　
ラ
イ
ン
研
修
）
な
ど
に
取
り

組
む
考
え
は
。

■答　
鶴
我
町
長

　
町
村
会
主
催
の
研
修
に
職
員
を

派
遣
す
る
な
ど
、
町
政
に
役
立
つ

外
部
研
修
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

 

な
ぜ
町
外
い
け
な
い

 

か
わ
ら
く
バ
ス

　
　
他
町
は
町
外
運
行
し
て
い
る

　
　
が
、
な
ぜ
当
町
は
で
き
な
い
。

運
行
の
在
り
方
を
工
夫
し
て
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
他
町
は
廃
線
と
な
っ
た
バ
ス
路

線
の
代
替
と
し
て
町
外
運
行
し
て

い
る
。
当
町
は
、
特
急
バ
ス
延
伸

な
ど
官
民
連
携
し
実
施
し
て
い
る
。

　
　
た
ま
に
は
大
き
な
ス
ー
パ
ー

　
　
で
買
い
物
を
し
た
い
。
町
民

目
線
の
考
え
は
無
い
の
か
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長　

　
全
て
の
方
が
満
足
す
る
こ
と
は

難
し
い
が
、
土
曜
日
運
行
を
検
討

し
て
い
る
。

　
タ
ク
シ
ー
助
成
券
の
実
証
試
験

を
し
て
お
り
、
他
の
方
法
も
含
め

て
検
討
し
て
い
く
。

 

香
春
思
永
館
は

　
　
学
び
の
多
様
化
学
校
の
早
期

　
　
実
現
を
。

■答　
岩
奥
教
育
長　

　
田
川
郡
教
育
長
会
で
取
り
上
げ

て
お
り
、
実
現
に
向
け
て
検
討
中
。

　
　
ふ
る
さ
と
学
習
は
ど
の
よ
う

　
　
な
取
り
組
み
か
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
香
春
思
永
館
の
特
徴
を
活
か
し
、

前
期
と
後
期
の
児
童
生
徒
を
縦
割

り
に
し
て
、
ふ
る
さ
と
学
習
を
実

施
。
地
域
学
校
共
働
活
動
で
は
、

タ
ケ
ノ
コ
掘
り
や
稲
作
体
験
な
ど

を
行
っ
て
い
る
。

　
　
児
童
生
徒
の
性
犯
罪
対
策
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
県
か
ら
派
遣
さ
れ
る
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
と
警
察
官
に
よ
る
指
導
を
行

っ
て
い
る
。

 

荒
廃
竹
林
は

　
　
荒
廃
竹
林
拡
大
の
対
策
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
補
助
金
に
作
業
道
の
整
備
メ
ニ

ュ
ー
を
追
加
し
て
対
応
し
て
い
る
。

　
　
個
人
で
作
業
道
整
備
は
出
来

　
　
な
い
。
町
で
の
対
応
を
望
む
。

■答　
鶴
我
町
長

　
長
年
使
用
で
き
る
よ
う
に
コ
ン

ク
リ
ー
ト
に
よ
る
道
路
整
備
を
考

え
る
必
要
が
あ
る
。

職
員
研
修
で
町
民
目
線
の
役
場
へ
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問

問問

投
票
申
請
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は

総
務
課
長

　
次
回
選
挙
か
ら
導
入
し
た
い

ながまつ　　しんいち

永松　伸一　議員

建替予定の第６分団の格納庫

事業の継続を

エネルギー補給を

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

　
　
町
外
滞
在
者
の
負
担
軽
減
の

　
　
た
め
、
導
入
し
て
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
オ
ン
ラ
イ
ン
化
は
請
求
手
続
の

迅
速
化
や
投
票
率
向
上
が
期
待
で

き
、
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。
次
回

選
挙
か
ら
導
入
し
た
い
。
決
定
次

第
、
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
等
を
活
用
し
周
知
し
て
い
く
。

 

部
活
動
前
に
捕
食
を

　
　
香
春
思
永
館
で
は
補
食
の
持

　
　
込
み
が
原
則
禁
止
と
な
っ
て

い
る
。
成
長
期
の
児
童
生
徒
の
エ

ネ
ル
ギ
ー
不
足
が
懸
念
さ
れ
る
た

め
、
ル
ー
ル
を
設
け
、
パ
ウ
チ
食

品
な
ど
限
定
し
た
補
食
を
と
れ
る

よ
う
に
し
て
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
現
在
、
給
食
後
は
補
食
な
し
で

部
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
食
生
活

の
リ
ズ
ム
が
乱
れ
る
懸
念
が
あ
り
、

校
内
ル
ー
ル
変
更
に
は
学
校
内
で

の
協
議
が
必
要
。
提
案
内
容
は
学

校
へ
伝
え
る
。

 

上
清
団
地
周
辺
の

 

計
画
は

　
　
消
防
団
格
納
庫
の
建
替
以
外

　
　
の
整
備
計
画
は
。

■答　
松
本
住
宅
水
道
課
長

　
令
和
８
年
度
に
集
会
所
を
建
替

予
定
。
開
発
許
可
の
検
査
完
了
ま

で
、
ほ
か
の
行
為
が
で
き
な
い
事

業
で
あ
る
。

　
　
旧
香
春
小
学
校
の
公
園
ま
で

　
　
遠
い
地
域
も
あ
る
。
各
地
域

に
公
園
や
高
齢
者
向
け
の
健
康
器

具
を
整
備
す
る
考
え
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
地
域
ご
と
の
公
園
整
備
計
画
は

な
い
。
か
わ
ら
っ
こ
パ
ー
ク
に
は

大
人
も
使
え
る
健
康
器
具
を
設
置

す
る
予
定
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
地
区
公
民
館
で
運
動
教
室
を
実

施
し
て
い
る
。
推
進
し
フ
レ
イ
ル

予
防
に
努
め
る
。

■答　
鶴
我
町
長

　
各
コ
ミ
ュ
ニ
テ
イ
協
議
会
の
意

見
を
踏
ま
え
、
将
来
的
な
必
要
性

を
検
討
し
て
い
く
。

 

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
券
は

　
　
家
族
以
外
の
同
乗
を
不
可
に

　
　
し
て
い
る
理
由
は
。
ま
た
、

助
成
事
業
を
継
続
す
る
考
え
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
利
用
目
的
の
実
証
調
査
を
行
う

た
め
、
介
護
等
の
付
添
い
の
み
可

と
し
て
い
る
。
事
業
の
継
続
は
、

実
証
結
果
を
見
て
か
ら
判
断
す
る
。

そ
の
他
、
重
点
支
援
地
方
交
付
金

に
つ
い
て
質
問
し
た
。

町政を問う
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町政を問う

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

問問

問問

問問

問 問問

学
校
教
育
課
長

　
今
後
は
改
良
工
事
の
中
で
対
応
す
る

しもむら　　かず　こ

下村　和子　議員安全確保を

　
　
旧
香
春
小
学
校
前
の
川
沿
い

　
　
の
通
学
路
は
、
工
事
で
歩
道

幅
が
狭
く
な
り
非
常
に
危
な
い
。

見
守
り
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
３

月
と
９
月
に
町
に
要
望
し
た
が
。 

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
要
望
時
は
、
70
セ
ン
チ
ぐ
ら
い

の
グ
リ
ー
ン
ベ
ル
ト
が
確
保
さ
れ

て
お
り
、
登
下
校
に
支
障
は
な
い

と
判
断
し
た
。

　
　
車
は
ス
ピ
ー
ド
を
上
げ
て
通

　
　
行
し
て
お
り
、
グ
リ
ー
ン
ベ

ル
ト
は
で
こ
ぼ
こ
で
歩
き
づ
ら
く
、

危
険
な
道
を
子
供
た
ち
は
歩
い
て

い
る
。
す
ぐ
に
対
処
す
べ
き
こ
と

で
は
な
い
か
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
道
路
工
事
の
影
響
で
、
12
月
1

日
か
ら
ス
ク
ー
ル
バ
ス
に
乗
車
し

て
い
る
。

  

タ
ク
シ
ー
利
用
助
成
金
は

　
　
通
院
等
で
利
用
す
る
高
齢
者

　
　
に
と
て
も
喜
ば
れ
て
い
る
。

２
月
末
ま
で
が
使
用
期
限
だ
が
、

物
価
高
騰
は
続
い
て
い
る
。
3
月

以
降
も
交
付
を
継
続
で
き
な
い
か
。 

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
事
業
効
果
を
検
証
し
、
考
え
る
。 

 
空
調
設
備
は

　
　
体
育
セ
ン
タ
ー
で
9
月
に
開

　
　
催
さ
れ
た
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス

タ
で
、
高
齢
者
は
暑
く
て
窓
際
で

座
り
込
ん
で
い
た
。
他
の
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
も
８
月
は
猛
暑
で
活
動

を
休
ん
だ
と
聞
い
た
。
空
調
を
整

備
し
て
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
体
育
セ
ン
タ
ー
は
築
40
年
以
上

で
あ
り
、
空
調
を
設
置
で
き
る
構

造
に
な
っ
て
い
な
い
。

　
　
災
害
時
の
指
定
緊
急
避
難
場

　
　
所
で
あ
り
、
コ
ロ
ナ
や
イ
ン

フ
ル
エ
ン
ザ
対
応
を
考
え
る
と
、

広
い
避
難
所
で
あ
る
体
育
セ
ン
タ

ー
に
空
調
が
必
要
で
は
な
い
か
。 

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
ペ
ッ
ト
の
避
難
対
応
な
ど
、
空

調
が
な
い
施
設
で
も
避
難
所
と
し

て
活
用
が
で
き
る
。

 

敬
老
祝
金
は

　
　
敬
老
行
事
運
営
補
助
金
の
１

　
　
人
１
千
５
０
０
円
で
は
、
物

価
高
騰
に
よ
り
地
域
で
敬
老
会
が

で
き
な
い
と
の
声
が
あ
る
。
平
成

25
年
か
ら
の
金
額
で
あ
り
、
見
直

し
て
は
ど
う
か
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
物
価
高
騰
の
状
況
を
加
味
し
て

検
討
中
。

　
　
い
つ
ま
で
に
検
討
す
る
の
か
。

 

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
令
和
8
年
度
当
初
予
算
の
編
成

に
向
け
て
検
討
中
。 

 

移
動
販
売
車
は

　
　
道
の
駅
の
移
動
販
売
車
は
、

　
　
車
の
な
い
高
齢
者
に
喜
ば
れ

て
い
る
が
、
２
箇
所
目
３
箇
所
目

に
な
る
と
品
薄
に
な
っ
て
い
る
。

補
充
で
き
な
い
か
と
言
う
声
が
多

く
あ
る
が
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
午
前
が
終
わ
っ
た
後
に
１
度
補

充
を
し
て
い
る
が
、
そ
の
他
の
タ

イ
ミ
ン
グ
の
補
充
は
難
し
い
。
訪

問
販
売
も
活
用
し
て
ほ
し
い
。 

　
　
道
の
駅
の
集
客
率
を
上
げ
る

　
　
た
め
、
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を

考
え
て
は
。

■答　
岩
丸
産
業
振
興
課
長

　
複
数
回
に
分
け
て
創
意
工
夫
し

た
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
る
。

旧
香
春
小
通
学
路
の
安
全
確
保
を
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問

問

D
X
推
進
と
定
住
支
援
で
町
に
活
力
を

町
　
長

　
デ
ジ
タ
ル
化
と
手
厚
い
支
援
で
住
み
よ
い
町
へ

やました　　たけし

山下　剛　議員

有効活用を

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

書かない窓口の推進を

　
　
業
務
効
率
化
と
住
民
サ
ー
ビ

　
　
ス
向
上
の
た
め
、
Ｄ
Ｘ
と
ペ

ー
パ
ー
レ
ス
化
の
数
値
目
標
や
職

員
へ
の
研
修
計
画
は
ど
う
な
っ
て

い
る
か
。 

■答　
江
藤
総
務
課
長 

　
印
刷
枚
数
は
減
少
傾
向
に
あ
る

が
、
現
在
は
具
体
的
な
数
値
目
標

は
な
い
。
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
会
議
の

推
進
や
職
員
研
修
を
実
施
し
て
い

る
が
、
中
長
期
的
な
計
画
で
の
推

進
が
必
要
。 

　
Ｄ
Ｘ
と
は

　
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
、

　
仕
事
の
や
り
方
や
暮
ら
し
を

　
便
利
な
も
の
に
変
え
る
こ
と
。

　
　
書
か
な
い
窓
口
な
ど
、
オ
ン

　
　
ラ
イ
ン
申
請
の
推
進
は
。 

■答　
江
藤
総
務
課
長 

　
国
が
住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
を
目

的
に
フ
ロ
ン
ト
ヤ
ー
ド
（
窓
口
、

電
話
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
）
改
革
を

進
め
て
い
る
。
オ
ン
ラ
イ
ン
申
請

の
拡
充
や
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
化
を
検

討
し
、
町
民
の
利
便
性
を
高
め
る
。  

移
住
・
定
住
促
進
に

 

向
け
た
支
援
拡
充
を 

　
　
建
築
費
高
騰
を
踏
ま
え
、
新

　
　
築
応
援
交
付
金
を
「
一
世
帯

あ
た
り
最
大
１
０
０
万
」
か
ら

「
一
人
あ
た
り
１
０
０
万
円
の
最

大
５
０
０
万
円
」
へ
大
幅
拡
充
し
、

子
育
て
世
帯
へ
強
力
に
Ｐ
Ｒ
す
べ

き
で
は
。 

■答　
鶴
我
町
長

　
提
案
は
大
き
な
イ
ン
パ
ク
ト
が

あ
る
。
将
来
へ
の
投
資
と
し
、
町

独
自
の
支
援
を
議
論
し
検
討
す
る
。 

　
　
既
存
住
宅
の
リ
フ
ォ
ー
ム
補

　
　
助
を
新
設
す
る
考
え
は
。 

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長 　

　
空
き
家
・
空
き
地
バ
ン
ク
に
掲

載
さ
れ
た
物
件
の
補
助
は
あ
る
が
、

住
ん
で
い
る
家
へ
の
補
助
は
な
い
。

対
象
数
も
多
く
、
事
業
効
果
の
見

極
め
が
難
し
い
。

■答　
鶴
我
町
長

　
今
後
は
家
が
悪
く
な
る
前
の
修

繕
の
支
援
も
考
え
て
い
き
た
い
。

 

医
療
環
境
の
確
保
と

 

中
心
地
の
活
性
化
は

　
　
将
来
の
医
療
機
関
減
少
に
備

　
　
え
、
役
場
周
辺
に
医
療
を
集

約
し
た
「
中
核
ク
リ
ニ
ッ
ク
モ
ー

ル
」
を
設
置
す
る
構
想
は
ど
う
か
。

■答　
鶴
我
町
長 

　
医
療
確
保
は
喫
緊
の
課
題
だ
。

役
場
周
辺
の
土
地
活
用
を
含
め
、

専
門
家
の
意
見
も
聞
き
な
が
ら
、

コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ
化
に
向
け
た

将
来
像
を
検
討
し
て
い
く
。

町政を問う
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町政を問う

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

問問

問問

問

問問

総
務
課
長

　
今
後
、
体
制
を
整
え
広
く
周
知
す
る

　み　むら　　しん　や

三村　信也　議員
11月に視察したペット同伴避難
可能な日本レスキュー協会施設
「モアワン」（佐賀県大町町）

改善が望まれる庁舎入り口の
休憩・待合スペース

 

ワ
ン
ヘ
ル
ス
と
防
災

　
　
９
月
１
日
に
、
人
・
動
物
・

　
　
環
境
の
健
康
を
一
体
で
守
る

ワ
ン
ヘ
ル
ス
推
進
を
宣
言
さ
れ
た
。

今
後
の
予
定
は
。 

■答　
鶴
我
町
長

　
ワ
ン
ヘ
ル
ス
に
は
、
私
達
が
生

活
す
る
上
で
本
当
に
大
事
な
中
身

が
入
っ
て
い
る
。
そ
の
理
念
に
基

づ
き
、
今
後
、
し
っ
か
り
総
合
計

画
の
中
に
落
と
し
込
ん
で
い
く
。

　
　
災
害
避
難
時
に
お
け
る
ペ
ッ

　
　
ト
の
同
伴
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
現
在
、
ペ
ッ
ト
同
伴
の
避
難
を

希
望
す
る
住
民
が
い
る
場
合
、
体

育
セ
ン
タ
ー
を
案
内
し
て
い
る
。

今
後
、
ペ
ッ
ト
の
た
め
に
自
宅
か

ら
の
避
難
を
躊
躇
す
る
方
が
出
な

い
よ
う
、
防
災
計
画
に
体
制
を
組

み
込
み
、
住
民
へ
の
周
知
に
取
り

組
む
。

 

町
内
に
住
む

 

外
国
人
と
の
共
生

　
　
現
在
の
外
国
人
居
住
者
の
人

　
　
数
は
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長

　
令
和
4
年
度
末
で
44
人
、
令
和

7
年
8
月
末
で
79
人
。
国
籍
別
で

は
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
35
人
、
韓
国

12
人
、
ベ
ト
ナ
ム
9
人
、
フ
ィ
リ

ピ
ン
9
人
、
中
国
4
人
、
そ
の
他

6
か
国
で
3
人
か
ら
1
人
の
住
民

登
録
が
あ
り
、
増
加
傾
向
。

　
　
外
国
人
居
住
者
へ
の
災
害
時

　
　
の
情
報
伝
達
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
ま
だ
十
分
対
応
で
き
て
い
な
い
。

人
数
の
増
加
に
伴
い
、
よ
り
一
層

災
害
時
等
で
の
対
応
が
必
要
。
伝

達
体
制
を
整
え
て
い
く
。

 

庁
舎
入
り
口
の
改
善

　
　
庁
舎
入
り
口
の
休
憩
・
待
合

　
　
ス
ペ
ー
ス
を
、
利
用
者
が
滞

在
し
や
す
く
整
備
す
る
考
え
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
窓
口
改
革
や
待
合
ス
ペ
ー
ス
を

含
め
、
全
体
像
を
見
て
、
考
え
て

い
き
た
い
。

　
　
総
合
案
内
の
開
始
時
期
と
1

　
　
日
の
対
応
時
間
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
運
用
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
る

の
が
平
成
17
年
か
ら
。
現
在
、
1

日
6
時
間
体
制
で
、
課
長
や
会
計

年
度
任
用
職
員
も
含
め
、
1
・
5

時
間
を
4
名
交
代
で
担
っ
て
い
る
。

　
　
働
き
方
改
革
と
行
政
D
X
の

　
　
観
点
で
、
総
合
案
内
に
デ
ジ

タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
案
内
板
）

を
導
入
す
る
考
え
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
人
件
費
の
課
題
も
あ
る
が
、
職

員
に
よ
る
案
内
に
も
メ
リ
ッ
ト
が

あ
る
。
今
後
は
、
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
導
入
も
含
め
、
住
民
の
方

が
迷
う
こ
と
の
な
い
よ
う
、
ワ
ン

ス
ト
ッ
プ
で
効
率
的
な
窓
口
運
営

を
目
指
し
た
い
。

そ
の
他
、
飼
い
主
の
い
な
い
猫
対

策
、
子
育
て
支
援
拠
点
か
ぱ
る
で

の
図
書
機
能
、
メ
ガ
ソ
ー
ラ
ー
条

例
制
定
に
つ
い
て
質
問
し
た
。

災
害
時
の
ペ
ッ
ト
同
伴
避
難
は
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問 問

問問問 問

問問 問

人
口
減
少
に
歯
止
め
を
か
け
る
方
策
は

ま
ち
づ
く
り
課
長

　
企
業
誘
致
や
移
住
定
住
に
力
を
入
れ
る

すず　き　　おさむ

鈴木　治　議員

無料で送迎を

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

　
　
令
和
６
年
度
の
出
生
数
・
死

　
　
亡
数
・
転
入
数
・
転
出
数
は
。

■答　
進
税
務
住
民
課
長

　
出
生
数
29
人
、
死
亡
数
１
９
８

人
、
転
入
数
３
０
７
人
、
転
出
数

３
４
２
人
。

　
　
今
後
の
人
口
推
計
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
令
和
２
年
度
の
国
勢
調
査
が
１

万
１
９
１
人
で
、
令
和
32
年
の
推

計
は
５
千
７
９
８
人
。

　
　
そ
の
影
響
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
空
き
家
の
増
加
・
地
域
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ー
の
希
薄
化
な
ど
の
ほ
か
、

町
の
財
政
に
結
構
大
き
な
打
撃
も

来
る
だ
ろ
う
と
考
え
て
い
る
。

　
　
対
策
と
し
て
取
り
組
ん
で
い

　
　
る
内
容
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
香
春
町
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と

創
生
総
合
戦
略
に
基
づ
き
、
子
育

て
支
援
に
力
を
入
れ
て
い
る
。

　
　
今
後
の
方
針
は
。

■答　
国
安
ま
ち
づ
く
り
課
長

　
企
業
誘
致
や
移
住
定
住
の
Ｐ
Ｒ

を
し
て
い
き
た
い
。

 

ネ
ー
ミ
ン
グ
ラ
イ
ツ

　
　
取
組
み
事
例
と
今
後
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
今
の
と
こ
ろ
な
い
。

■答　
鶴
我
町
長

　
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
可
能
で
あ

る
か
分
析
し
て
い
き
た
い
。

　
　
各
施
設
の
維
持
管
理
費
に
お

　
　
け
る
令
和
６
年
度
の
実
績
は
。

■答　
池
本
生
涯
学
習
課
長

　
町
民
セ
ン
タ
ー
と
図
書
館
６
７

９
０
万
３
千
34
円
、
生
涯
学
習
セ

ン
タ
ー
１
９
０
０
万
67
円
・
体
育

セ
ン
タ
ー
１
１
３
８
万
９
千
６
３

９
円
・
総
合
運
動
公
園
２
７
９
５

万
６
千
７
５
２
円
。

 

香
春
思
永
館
部
活
動
は

　
　
部
活
動
は
、
教
育
の
延
長
だ

　
　
と
思
う
が
。

■答　
岩
奥
教
育
長

　
部
活
動
も
、
学
校
の
教
育
活
動

の
一
環
と
考
え
て
い
る
。

　
　
大
会
に
出
場
す
る
と
き
の
送

　
　
迎
方
法
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
基
本
的
に
は
保
護
者
の
送
迎
で

行
っ
て
い
る
。
部
費
も
し
く
は
保

護
者
の
負
担
で
ス
ク
ー
ル
バ
ス
を

利
用
し
て
い
る
場
合
も
あ
る
。

　
　
バ
ス
を
利
用
し
た
部
活
動
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
吹
奏
楽
部
、
陸
上
部
、
バ
ス
ケ

ッ
ト
ボ
ー
ル
部
。

　
　
１
回
の
利
用
料
は
。

■答　
加
々
見
学
校
教
育
課
長

　
生
徒
１
人
当
た
り
５
０
０
円
。

　
　
今
後
、
夏
の
大
会
や
新
人
戦

　
　
の
時
は
、
無
料
で
送
迎
で
き

な
い
か
。

■答　
岩
奥
教
育
長

　
前
向
き
に
考
え
て
い
き
た
い
。

 

敬
老
福
祉
祝
金
は

　
　
祝
金
制
度
が
変
わ
っ
た
時
期

　
　
と
理
由
は
。

■答　
佐
野
保
険
健
康
課
長

　
平
成
19
年
度
か
ら
で
、
国
の
三

位
一
体
の
改
革
の
影
響
を
受
け
、

町
全
体
の
事
業
の
見
直
し
が
行
わ

れ
た
た
め
で
あ
る
。

　
　
現
行
制
度
を
見
直
す
考
え
は

　
　
あ
る
か
。

■答　
鶴
我
町
長

　
こ
れ
か
ら
の
社
会
状
況
を
踏
ま

え
考
え
て
い
く
。

町政を問う
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町政を問う

議
員
の
想
い

定
例
会

委
員
会
活
動

傍
聴
者
の
声

一
般
質
問

問

問 問問

問問

総
務
課
長

　
地
域
の
防
災
体
制
を
見
直
す

なが　た　　　　た　いち

永田　太一　議員

災害応援協定で迅速な対応を

地域防災力の充実と強化を

社会福祉法人香和会（梅寿園）

㈱コスモピア公和苑

㈲　豊

社会福祉法人嘉穂郡社会福祉協会（湯山荘）

災害応援協定を締結している福祉施設

　
　
自
主
防
災
組
織
は
、
自
分
た

　
　
ち
の
地
域
は
自
分
た
ち
で
守

る
と
い
う
認
識
に
基
づ
き
、
地
域

住
民
が
主
体
と
な
っ
て
災
害
知
識

の
普
及
・
初
期
消
火
活
動
・
情
報

の
伝
達
な
ど
を
担
う
共
助
の
中
核

で
あ
る
。
阪
神
淡
路
大
震
災
を
き

っ
か
け
に
重
要
性
が
認
識
さ
れ
、

地
域
で
活
動
す
る
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
。
現
在
ま
で
の
組
織
数
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
29
の
行
政
区
で
立
ち
上
が
っ
て

お
り
、
34
組
織
あ
る
。

　
　
大
規
模
災
害
を
想
定
し
た
防

　
　
災
力
の
向
上
が
必
要
で
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
今
後
は
大
規
模
災
害
を
前
提
と

し
た
体
制
や
自
助
・
共
助
の
力
が

必
ず
必
要
と
な
る
。
来
年
度
、
行

政
改
革
で
防
災
安
全
係
の
設
置
を

検
討
し
て
お
り
、
防
災
体
制
の
強

化
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

　
　
平
成
23
年
に
福
岡
県
が
自
然

　
　
災
害
に
備
え
る
た
め
、
地
盤

調
査
を
行
い
土
砂
災
害
警
戒
区
域

が
指
定
さ
れ
た
。
当
町
は
山
間
部

に
覆
わ
れ
た
地
形
で
あ
り
、
土
砂

災
害
な
ど
が
懸
念
さ
れ
る
が
、
警

戒
区
域
の
箇
所
数
は
。
ま
た
、
現

地
の
状
況
確
認
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
土
砂
災
害
警
戒
区
域
が
97
箇
所

あ
り
、
う
ち
91
箇
所
が
特
別
警
戒

区
域
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
危
険

箇
所
の
現
地
確
認
と
把
握
は
出
来

て
い
な
い
。

　
　
災
害
支
援
の
連
携
協
定
を
締

　
　
結
さ
れ
て
い
る
福
祉
施
設
の

数
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
福
祉
施
設
は
４
施
設
に
留
ま
っ

て
い
る
。

　
　
災
害
時
の
連
携
協
定
の
協
定

　
　
内
容
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
４
施
設
の
協
定
内
容
は
、
具
体

的
な
事
が
示
さ
れ
て
い
な
い
。
早

急
に
具
体
化
す
る
。

　
　
高
齢
者
な
ど
の
町
民
が
ス
ム

　
　
ー
ズ
に
避
難
で
き
、
避
難
生

活
が
送
れ
る
た
め
に
は
、
災
害
時

に
備
え
て
の
連
携
協
定
の
締
結
が

必
要
。
今
後
の
取
り
組
み
は
。

■答　
江
藤
総
務
課
長

　
要
支
援
者
の
避
難
所
と
し
て
、

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
２
施
設

と
協
定
の
話
を
進
め
て
い
る
。
引

き
続
き
、
協
定
箇
所
を
増
や
し
て

い
き
た
い
。

自
主
防
災
組
織
の
拡
充
を
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次は３月議会　皆様の傍聴をお待ちしています！次は３月議会　皆様の傍聴をお待ちしています！
第１回定例議会　３月３日㈫～13日㈮開催予定第１回定例議会　３月３日㈫～13日㈮開催予定

輝く20歳の声輝く20歳の声
１月11日（日）に香春町町民センターで20歳を祝う集いが開催されました。
インタビューのご協力ありがとうございました。

将来の
夢や目標を
聞きました

将来の
夢や目標を
聞きました

私たちは社会に出て、
責任の重さと人の繋が
りの大切さを実感して
おり、今日まで支えて
くれた家族、友人、先
生に深く感謝いたしま
す。成人としての自覚
を胸に、社会人として
の責任を果たし、誠実
に歩み、ふるさとや社
会に貢献できる大人へ
と成長できるよう努力
してまいります。

祝 辞（要約）

二十歳を迎えた
みなさまへ

故郷である香春町で過ごした日々は、かけが
えのない宝物です。学校行事といった集団活
動で、仲間と協力してやり遂げた協調性と粘
り強さこそが、これから始まる社会で、困難
に立ち向かう力となります。自分の道を自ら
の意思で切り拓き、香春町で培った情熱を忘
れずに、自らが信じる道を進んでください。
私たちは、皆様の限りない可能性を信じ、心
から応援しています。

てらがみ　　あきみつ

寺上　明光さん
家族、先生、友人の支
えがあって、今の自分
があることを強く感じ
ます。私は看護学生と
して、「誰かの力にな
れることの尊さ」や
「命の重み」を日々実
感しています。これか
らは支えられる側から
支える側へと成長し、
思いやりの心を持って、
人に寄り添える大人に
なりたいです。

ほん　だ　　　み　く

本田　美空さん

代
表
謝
辞
（
要
約
） 議　長

　こ　　　　　まつ　　しん　　いち

小　松　新　一

自分らしく
楽しんで生きる

金持ち

最強消防士
ボディビルダー

中学校
教師

銀行員

人に寄り添える
看護師
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